
対 象

所 要 時 間

活 動 場 所

上半分を削ったところ 下半分も削ったところ

③木工用ナイフで、出来上がりの形に削ります。

２～３時間

千曲　　三峰　　梓　　クラフト室　など

展　　開　　例
①完成した形を思い浮かべながら木片を選んだり、拾って来たりします。

②木工用ナイフで、外側の皮の部分を削り取ります。

　　（ストラップ　釣り糸　粗い紙やすり２枚　仕上げ用紙やすり１枚）

　　　　　新聞紙　　（使い慣れたナイフがあれば持参してください。） 　　　

準備する物

留 意 事 項

活動の概要
自然の家の周りにあるカラマツの木片を、デザインを考えながら、つるつるに

なるまで磨いて、自分だけのオリジナル携帯ストラップを作ります。

小学生以上

②　荒天時の代替えプログラムとして計画できます。

③　活動前に、売店（食堂）で材料のすべラップセットを購入してください。

⑧　木くずなどのごみは、まとめて事務室へお持ちください。

　　　　　木工用ナイフ　　ピンバイス　　　　

①　この活動には研修指導員はつきません。この説明書等を参考にしてください。

⑦　使用した活動場所の掃除を念入りにし、忘れ物がないか確認してください。

利用団体：すべラップセット（売店より購入）

　　   　　

④　道具は、事務室に取りに来てください。

⑥　活動終了後は、道具の数を確認し、事務室に戻してください。

⑤　木片などは、野外から拾って来てもできます。

自然の家：木片（事務室にあります。　必ず、一人１個でお願いします。）　　



　　左側　棒状の木片から作ったもの　「すりこぎ」

　　右側　半円の木片から作ったもの　「三日月」

　　　　　　板状の木片からつくったもの

　　　　　　　左側　「正方形」

　　　　　　　右側　「名札」

完成した作品に名前をつけてみました。

⑤仕上げ用の細かい紙やすりで磨きます。

　この紙やすりでは、材料の形を変えることはできません。

　この紙やすりで磨くと、木片の表面がすべすべになります。

　　　　　　　　粗い紙やすりで磨いて

　　　　　　　　いるところです。

⑥ピンバイスで、釣り糸を通す穴を開けます。

　ピンバイスの刃は弱いので、折らないように気をつけながら開けてください。

　釣り糸を通して、ストラップのひもの金具をつなげます。

　　　　　丸い板状の木片から作ったもの　

　　　　　「碁石（ごいし）」

④粗い紙やすりで磨きます。

　ここが一番大切になります。

　自分の思い描いた形になるよう、時間をかけてしっかりと磨いていきます。


	すべ

